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平成24年９月１日に京王プラザホテルにて

第35回東京泌尿器科医会学術集会が開催され

た。会場には79名（会員62名［新会員２名］、

非会員15名、賛助会員２名）が参加し、柴山

太郎理事の総合司会で始まり、吉田英機会長よ

り挨拶があった。

まず、細部高英理事の座長のもと東京厚生年

金病院部長　赤倉功一郎先生より「前立腺癌薬

物療法の新たな展開」と題してご講演いただい

た。最近、新しく発売さ

れたLH-RHアンタゴニス

トの解説から現在開発中

の薬剤まで、わかりやす

く分類していただき、現

在の治療とどのように関

わってくるか詳しく説明

していただいた。

特別講演では長倉和彦副会長の座長のもと杏

林大学教授　奴田原紀久雄先生

よりご講演いただいた。「上部

尿路結石症の内視鏡的手術の現

状と展望」と題して腎結石と尿

管結石の治療理念をわかりやす

く解説され、最近のPNLと尿

管鏡併用手術や最先端の細径内

視鏡、砕石装置などについて解

説いただいた。

つづいて東京臨海病院副院長

斎藤忠則先生から保険診療にお

ける会員からの質問に対して解

説していただいた。

第 35回 東京泌尿器科医会学術集会開催
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腎結石治療の到達目標は最

小限の侵襲で出来うる限りの

結石を除去することである。

一方尿管結石治療の到達目標

は最小限の侵襲で完璧に結石

消失に到ることである。この

差により選択される治療法も

自ずと異なったものになる。

経皮的腎砕石術（PNL）は珊瑚状結石や長径

２cmを超える腎結石、馬蹄鉄腎に伴う腎結石

では中心的な治療法となる。近年ではValdivia-

Galdakao decubitus positionによるPNLが尿管鏡

手術（URS）と同時施行され、珊瑚状結石の治

療成績を向上させつつある。また一方では

1.6mm径の穿刺針に0.9mm径の内視鏡を装着し

0.2mm径のレーザーで砕石を行うmicropercも

登場し、PNLの臨床応用範囲を違った方向へ発

展させる可能性も出てきている。このような流

れの中、本邦では新型の強力な超音波砕石装置

や、リソクラストと超音波砕石装置が一体化し

たリソクラストウルトラと言った新型砕石装置

が認可されにくい状況も続いており、厚生労働

省に対する働きかけも重要性を増してきてい

る。

下部尿管結石に対するURSはすでに確立さ

れたものとなり、その治療成績もほぼ100%の

結石消失率を得られるところまできている。上

部尿管結石や腎結石に対しても、軟性腎盂尿管

鏡の細径化、屈曲性の増加、電子スコープによ

る画質の向上、Ho-YAGレーザー砕石装置など

により、腎結石でも結石消失率が90%以上と、

著しく治療成績が向上している。腎盂尿管電子

スコープをはじめとした内視鏡の進歩は、膀胱

腫瘍に対する膀胱鏡のように、今後は上部尿路

腫瘍の診断と治療に向かっていくと思われる。

今後我々はこのような進歩を踏まえ、上部尿

路結石治療を行うに当たり様々な低侵襲的治療

の手術手技を習得し、それぞれの長所を活かし

ながら使い分けていく必要性がある。

上部尿路結石症の内視鏡的手術の
現状と展望

杏林大学泌尿器科教授

奴田原紀久雄 先生

特別講演

日時：平成 25年３月９日（土） 17：15～ 19：30
場所：京王プラザホテル 42階「富士」

1. 講演「前立腺内アンドロゲン環境からみた去勢抵抗性前立腺癌の今後の治療戦略」
新潟大学大学院医歯学総合研究科 機能再建医学講座

腎泌尿器病態学分野 准教授　西 山 　 勉 先生

2. 総　会

3. 特別講演「泌尿器科領域におけるロボット支援手術の現況と展望」
東京女子医科大学泌尿器科 主任教授　田 邉 一 成 先生

4.「保険診療のＱ＆A」 東京臨海病院 副院長　斎 藤 忠 則 先生

第 36回 東京泌尿器科医会学術集会・総会のお知らせ



進行性前立腺癌治療の第

一選択はアンドロゲン除去

によるホルモン療法である。

広く使用されているLHRH

アゴニストにおいては、注

射後の一過性テストステロ

ン上昇に伴う病状の増悪

（フレアアップ）が懸念される。そこで、一過

性テストステロン上昇のない治療薬として、

LHRHアンタゴニストであるデガレリクスが登

場した。

去勢抵抗性癌においてもアンドロゲンレセプ

ターによる増殖刺激経路が維持されている例が

多いことが明らかとなり、これを標的とした新

たな治療薬が開発されてきた。CYP17A1（17,

20-lyaseおよび17-α-hydroxylase）阻害薬であ

るアビラテロンおよびTAK-700は、アンドロ

ゲン合成に関わる酵素を阻害して前立腺癌細胞

中のアンドロゲン供給を低下させて効果を現

す。また、MDV3100は第二世代のアンチアン

ドロゲンであり、強力なアンドロゲンレセプタ

ー抑制作用が期待される。すなわち、レセプタ

ーとアンドロゲンの結合の競合阻害のみなら

ず、レセプターの核内移行阻止、レセプターと

DNAとの結合解離作用も有しており、去勢抵

抗性癌においても臨床的有用性が示された。一

方、化学療法薬に関して、去勢抵抗性癌に対す

る標準治療薬はドキタキセルであり、我が国で

も広く使用されている。そして、同じタキサン

系の化学療法薬であるカバジタキセルについ

て、現在我が国で治験が進行中である。

骨転移の頻度が高いこと、ホルモン療法によ

り骨塩量が減少すること、転倒のリスクが増え

ることなどにより、前立腺癌治療においては骨

への適切な対応が求められる。骨関連事象の発

症抑制にビスホスホネート製剤ゾレドロネート

が有効である。さらに、より優れた効果を示す

抗RANKL抗体デノスマブが発売された。一方、

骨の痛みに対しては、放射線外照射や放射性ス

トロンチウムが有用であるが、現在開発中の放

射性ラジウムは抗腫瘍効果に基づく予後改善も

期待されている。
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前立腺癌薬物療法の新たな展開

東京厚生年金病院泌尿器科 部長

赤 倉 功一郎 先生

東京泌尿器科医会では只今新規入会のお誘い

を行っています。

都内で開業ないし勤務する泌尿器科関連医師

の方で、入会を希望される方は下記にお申込み

下さい。

〒 140 ｰ0004 品川区南品川 3－6－51
小川クリニック　小川　肇

TEL.（03）5460 ｰ 1188 FAX.（03）5460 ｰ 1195

入会のお誘い
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東京臨海病院 副院長

斎 藤 忠 則 先生

保険診療の ＆ Q A
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【補足】尿道麻酔だけ別項目で書いてあり、基

本的には男子は15ml、女子は5ml以上は査定さ

れる可能性があります。
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【補足】

①ロは、動脈硬化を診るための頸部動脈の精査

または四肢、ヘルニア、陰嚢。陰嚢内の疾患

は全部350点です。ただ、精巣がん疑いの場

合は、注記があれば、陰嚢350点ですが、た

とえば「後腹膜リンパ節の精査をした」など

の記載があれば530点も可能です。

②「膀胱腫瘍の疑い」では、良性も考えられる

ので、「膀胱がんの疑い」などの具体的な疾

患名を記載していただければ問題ありませ

ん。
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【補足】

間違えて、３番を請求してくる医療機関が非

常に多いです。ステントを使うと請求してくる

医療機関がありますが、査定されます。

それに対する問題点はK063留置カテーテル

設置交換の40点、K043-5尿路ストーマカテー

テル交換法100点、または、K783-2経尿道的尿

管ステント留置術3400点。もう一つ、B001-13

在宅医療指導料170点です。この170点が泌尿

器科医の手技料ですが、請求してくる医療機関

が非常に少ないです。

①の解説：たとえば両側尿管皮膚瘻がありまし

たら、カテーテル設置で40点を請求します。

処置の場合は、何も書いてなければ両側のこと

です。左右でも40点です。J043-5の尿路スト

ーマカテーテル交換法に関しても同じです。

②の解説：尿路ストーマカテーテル法は、「画

像診断等」とあります。コメントで、「専門

医が膀胱洗浄または腎盂洗浄により位置を確

認した」ということは、レントゲンを撮った

と同じ効果ですので、そのコメントがあれば、

レントゲンを撮らなくても、エコーをやらな

くても請求できます。

③の解説：例えば、大学病院で、ESWLその他

TUL施行後ステントを置いて、開業医の所

に戻して、そこで抜去する。同じ入院時に取

るときは、まず査定されますが、他の医療機

関または数週間、数ヶ月おいて、外来で同じ

医療機関でも抜去する場合は、特に月をまた

いでだ場合は、抜去術は取れます。

経尿道的尿管ステント留置術と、ステント

抜去術を併せて行った場合は、主たるものの

み算定するということは、要するに交換のこ



とです。石がついてきたので、抜いて入れ替

えたという場合は、3400点の留置術のみ請

求してください。

④の解説：医師の指示に基づきと書いてありま

す。看護師または保健師が在宅療養上必要な

指導を個別に行った場合に、月1回、初回月

は2回できます。看護カルテに記入してあれ

ばよいです。バルーン2週間に1回交換に来

たときは、2回算定できます。一応指導時間

は1回30分以上となっていますが、これはお

任せします。

【補足】

血管用と書いてありますので、査定されるこ

とがありますが、「また、血管造影用に分類さ

れているが、脈管以外にも消化管、胆管、尿管

にも使用される」と書いてあります。尿管も、

実は血管造影用のガイドワイヤーが使用可能で

す。ステントのガイドワイヤーのときは請求で

きないので、コメントとして、たとえばTUL

のときにセーフティガイドワイヤーとして使用

したとあれば大丈夫だと思います。PNLのとき

も、ガイドワイヤー１本は大丈夫だと思います。
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東京泌尿器科医会ニュース編集部では医会ニュ

ースを充実させるため会員の皆様の投稿やご要望

を歓迎いたします。今後の医会の方向や泌尿器科

における保険診療上の問題点、疑問等いろいろな

話題提供でも結構です（匿名掲載の場合はその旨

ご連絡下さい）。

投稿される方は下記へお送り下さい。

〒 140 ｰ0004 品川区南品川 3－6－51
小川クリニック　小川　肇

TEL.（03）5460 ｰ 1188 FAX.（03）5460 ｰ 1195

投稿のお願い
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当センター病院は新宿区戸山にあり、最寄

駅：都営大江戸線若松河田駅から徒歩4－5分の

高台にあります。沿革は古く、明治元年（1868

年）に始まり、戦後は国立東京第一病院、国立

病院医療センター、国立国際医療センター等を

経て、平成22年から現在に至っています。中

核であるセンター病院のほか、国際医療協力部

（主に発展途上国の医療支援、国際医療協力等）、

研究所、国府台病院、看護大学校などから構成

されています。

当センター病院は我が国の代表的な総合病

院、特定機能病院として高度先進医療を実施す

るとともにその知識、技術を国際的な医療協力

に役立てることを使命としています。病床数は

801床、43診療科、463名の医師数です。医師

数の半数が研修医、レジデント等で優秀な若手

医師の教育、育成に努めています。研修医応募

のマッチングランキングは市中病院でこの数年

第一位となっています。総合的医療として幅の

広い診療を行っていますが、特に合併症多発症

例、再発性難治症例などの診療に力を入れてい

ます。三次救急病院として救急救命センターを

設置しています。生活習慣病、感染症を重点領

域としており、糖尿病研究センター、肝炎免疫

センター、国際感染症センター、エイズ治療研

究センター等も設置しています。

病院は平成22年に真新しい16階建中央棟が

新築されました。高台にあるためスカイツリー、

秩父連山などがきれいに見渡せます。特に個室

病棟は14－16階にあり眺めは素晴らしく、料金

は割安になっていて穴場的です。外来棟は現在

改築中です。

泌尿器科の歴史も古く、昭和24年に開設さ

れました。昭和37年には東大初代泌尿器科教

授 市川篤二先生が病院長として赴任されまし

た。歴代の医長、部長は、中野巌先生、石動孝

一郎先生、藤田公生先生、岸洋一先生、現在の

簑和田に至っています。

現在のスタッフは簑和田滋（外来診療運営部

長）、金村三樹郎医長、高橋淳子医員、山田雄

太医員、豊田紀夫医員、小倉悠司レジ、研修医

等です（写真）。総合病院として幅広く診療を

行っていますが、前立腺癌をはじめとする尿路

性器癌の治療が主体です。治療の特徴としては

低侵襲、小切開手術、臓器温存治療の方向性で

診療を行っています。密封小線源治療、IMRT

など放射線治療も充実しています。スタッフ一

同きめ細かい質の高い診療を心掛けています。

交通の便も眺望もよいので一度ご紹介頂ければ

幸甚に存じます。

（簑和田滋 記）

病院めぐり 独立行政法人 国立国際医療研究センター
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平成24年10月７日（日）に第９回臨床検討会

（会長：長谷川 徹、長谷川病院、富山市）が富

山市内の名鉄トヤマホテルで開催されました。

（日本臨床泌尿器科医会、富山県泌尿器科医会、

アステラス製薬株式会社共催）

テーマは外来診療における小さな工夫と自由

演題で、全国から集められた一般演題では制限

時間がオーバーするほど活発に討論、意見交換

がされました。東京からは東京泌尿器科医会の

役員 仲田浄次郎先生（品川区）が品川区民公

開講座の活動状況を発表してくださいました。

特別講演は並木幹夫先生（金沢大学大学院医

学系研究科集学的治療学［泌尿器科学］教授）

による「少子高齢化社会におけるアンドロロジ

ー診療への期待　―男性不妊症・メンズヘルス

から前立腺癌まで―」。並木先生のパワフルな

講演にあっと言う間に時間が過ぎてしまいまし

た。

閉会後に開かれた、情報交換会では富山名産

の白えび料理や、地酒を十分に楽しませていた

だきました。

昨年から臨床検討会翌日はバス旅行が予定さ

れるようになりました。今年も長谷川会長の配

慮でバス旅行が実現。世界遺産に認定された相

倉合掌集落の見学と、並木教授も駆けつけての

金沢の料亭での豪華加賀料理と芸妓さんの踊り

鑑賞と秋の北陸を堪能できました。来年は宮崎

で開催することが決まりました。今から楽しみ

に待ちたいと思います。気になる方は日本臨床

泌尿器科医会のHPをこまめにチェック願いま

す。

総　務　小 川 　 肇

平成24年度第２回幹事会が平成24年10月１

日に興和（株）東京支店にて開催され、医業類似

行為について各科の医会から現状報告がありま

した。

泌尿器科からはPDE5阻害薬のインターネッ

トを利用した購入の問題、すなわち

１）インターネットで販売されているPDE5

阻害薬の50%以上が偽造品であり

２）その約90%は有効成分が正規品の90%以

下しか含まれておらず

３）海外では低血糖症状などの健康被害の報

告もある

といった状況を報告しました。

東京都各科医会協議会は参加する各医会から

60,000円の年会費によって運営されています

が、参加する医会の減少もあり毎年数十万円ず

つ繰越金が減額してきている現状があり、今後

の運営方法が課題としてあげられました。

副会長　長谷川　潤

東京都各科医会協議会報告 

日本臨床泌尿器科医会だより 
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半世紀以上も生き
ていると、食につい
ても様々な経験をし

てきました。東京の評判のあるお店にも多少は
行く機会があり、感動したり、また残念な思い
をしたこともありました。
料理の種類も数々ありますが、日本人に生ま

れてよかったと思うのは、うまい鮨・蕎麦・懐
石に出会った時ではないでしょうか？　特にお
鮨は千差万別で時に同じジャンルとは思えない
ほどの違いがあります。
ここでご紹介するのは、まさに隠れ家紹介に

ふさわしい赤坂のお鮨屋さんです。赤坂といっ
ても見附近くではなく、千代田線の赤坂と乃木
坂の中間くらいで、赤坂小学校の近くです。カウ
ンターのみ10席あまりのお店です。特徴はなん
といっても加藤氏一人で切り盛りしているとこ
ろです。会員の先生方にはすでにお気に入りの
お店があると思いますが、たまにはプライベー
トな雰囲気でお鮨を楽しまれては如何でしょう
か？　お鮨の内容は加藤氏がかの有名なＫ出身
であるため、オーソドックスなお鮨ですが、斬
新さもちりばめられています。鮨店で最も大切
なのは清潔感だと思います。ここはどなたをお
連れしても安心していられる清潔感があり、雑
然としたところが全くない整頓された空間です。
まずお通しのあと刺身のつまとして出てくる

わかめに感動します。新鮮でほかでは出会った
ことのないものです。刺身は旬のものがあり、
焼き物などお酒好きにも満足していただける相
当の数のつまみが出てきます。握りは非常に上
品ですが、ネタは決して小さくはなく、美しい
仕事がしてあります。またアナゴは塩とたれで
２種類いただけます。握りの数はお腹の様子で
調整してくれます。客層はTBSが近いためマスコ
ミ関係者・近所の御夫婦など様々ですが、雰囲気

に合わない方には会ったこ
とがありません。加藤氏は
まだ若く、はつらつとして
いますが、気難しさは微塵
もなくソフトです。何分席
数が少ないため電話予約は
必要だと思います。Ｇあた
りの新進の有名店が合わな
い方にぜひ行っていただき
たいと思います。お酒を飲
まれてもお一人1.7万位ではないでしょうか？
港区赤坂7-6-52 ハイツ赤坂１Ｆ
鮨　かとう（03－3505－2345）
http://www.hotpepper.jp/strJ000796653/

（田中　徹）

vol.3

iPS細胞発見の山中伸
弥教授がノーベル医学生

理学賞を受賞されました。50歳での受賞は
日本医学界の快挙です。今後の難病治療や
がん治療、新薬の開発にも期待されます。
また、スポーツ界でもサッカー日本代表や
なでしこ達、大リーグの日本選手達の活躍
は、我々日本人の頑張る気持ちをふるい立
たせてくれました。それに比べて日本の政
治は海外からの評価が下がり、それを立て
直すことで医療福祉政策が置き去りにされ
ないか心配しています。年内には衆議院解
散総選挙となりますが、今の日本の現状を
打破してくれる指導者が現れてほしいもの
です。 （T. H）

編集後記

謝罪
医会ニュースNo.44の「隠れ家紹介Vol.2 恵

比寿　吉住」の筆者は、柴山太郎先生でした。

お名前を追加訂正して、お詫び申し上げます。

（細部高英）
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